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2023年度グッドデザイン賞の受賞に関するお知らせ 

 

 

公益法人日本デザイン振興会主催の 2023 年度グッドデザイン賞において、当社が企画・開発を行った 

新築収益不動産「WHARF 赤坂福吉町」が受賞しましたので、お知らせいたします。  

当社は、不動産の価値を最大化する様々な企画・開発に取り組んでおりますが、当社の新築収益不動産 

開発事業「WHARF（ワーフ）」シリーズにおいて、計画地の持つ立地条件・周辺 環境を最大限の魅力と

して活かせる企画を推進した結果、今回の受賞となりました。 昨年の「WHARF 神田三崎町」に続き二

年連続の受賞となりました。 

今後も、新築分譲マンション、新築収益不動産開発事業において、当社が創業以来培ってきた従業員一 

同の開発力・企画力を結集し、不動産価値を最大化する様々な開発と活用に取り組んでまいります。 

 

 

■受賞プロジェクト概要（受賞部門：産業・商業施設部門） 

多様なワークスペースを持つオフィスビル：WHARF 赤坂福吉町 

 

【コンセプト】 

内部のオフィスに接続するバルコニー（外部空間）は各フロアで平面形状、手摺の高さ・仕上げ、配置も

各階によって異なり、それらが重なることで様々な都市の風景を切り取り、異なる角度や位置から様々な

光や風が入ってくる。内部のオフィスと一体的に利用することで外部環境と連動した新しいワークスペー

スとなる。また通常のオフィスビルではフロア毎の平面的なつながりは確保でできるが、フロアが異なる

上下階のつながりを確保することは難しい。ランダムに配置されたバルコニーは他階の人々の行動や気配

を感じることができ、平面的なつながりだけでなく、立体的なコミュニケーションを可能にし、従来型の

均質で閉鎖的なオフィスビルでは実現しない多様性のあるワークスペースとなる。ランダムに組み合わさ

れたバルコニーはそこで働く人のアクティビティーを都市に映し出し新たな風景を作り上げる 

 

【審査員コメント】 

建築のデザインにおいて、環境への配慮が必然となる時代が訪れた。このような状況下で、建築デザイナ

ーたちはビルの設計において、これまであまり注目されてこなかった窓やバルコニーに対する新たなチャ

レンジを提示するようになってきた。例えば、窓を安心して開放できる環境を提供するためや、実質的な

床面積を割かずに室内空間に広がりをもたらすための重要な要素として、オフィスビルなどでも屋外廊下

やバルコニーの活用が増えている。 このプロジェクトも、こうしたトレンドに敏感に応じつつ、バルコ

ニーをデザインに取り入れることで、従来の中小ビルとは異なる、魅力的なファサードを提案している。 

 

 

 



【関係者】 

建築主 ：株式会社サンウッド 

設計監理：有限会社福井英晴建築設計事務所 

施工 ：伊佐ホームズ株式会社 

 

【その他】 

公益法人日本デザイン振興会受賞サイト 

https://www.g-mark.org/gallery/winners/14328?years=2023 

物件詳細内容は次ページ以降をご参照ください。 
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